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概 要 

 

  



　本市は、大阪府の北部、淀川の北にあり、丹波高原の一部をなす老の坂山地

の麓に、南北１７.０５km 東西１０.０７km 面積７６.４９k㎡で、南北に長く

東西に短い地形をなし、市域の北半分は山地部、南半分は平地部に分かれ、こ

の平地部に商工業・住居が集中しています。

　また、北は京都府亀岡市に、東は高槻市に、南は摂津市に、西は吹田市・箕

面市・豊能郡豊能町に接しています。

地　　　勢

76.49 ｋ㎡

285,842 人

135,102 世帯

3,737.0 人/ｋ㎡

位 東 経

置 北 緯

10.07 ｋｍ

17.05 ｋｍ

（令和７年４月１日現在）

東西の長さ

南北の長さ

市　の　概　要

34°48′59″

135°34′７″

面 積

人 口

世 帯 数

人 口 密 度
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名　　　称 所　　在　　地 電　　話 延床面積㎡ 構造／階数  建築年

 消防本部（署）
  東中条町２番13号
　茨木市合同庁舎内

072-622-6955
1,954

*(2,513）
　RC造／地下１F
 　　　　　 地上７F

　　昭和48年

 水尾分署   水尾三丁目18番15号 072-638-1119 597   RC造／２F 　　平成３年

 下井分署   下井町２番３号 072-641-4141 823   RC造／２F 　　平成元年

 下穂積分署 　下穂積一丁目７番10号 072-625-1402 798   RC造／２F 　　平成10年

 西河原分署   城の前町１番10号 072-627-0841 905   RC造／２F 　　平成24年

 北辰分署   大字泉原38番地の８ 072-649-3222 480   RC造／２F 　　昭和49年

 白川分署   白川二丁目11番１号 072-635-5810 480   RC造／２F 　　昭和57年

 山手台分署   山手台二丁目２番23号 072-649-0143 786   RC造／２F 　　昭和60年

庁   舎   の   概   要

消　防　本　部　（署）　・　分　署　の　配　置

*　茨木市合同庁舎を消防本部（署）として部分的に占有

北辰分署

山手台分署

下井分署

白川分署

水尾分署

消防本部（署）

下穂積分署

西河原分署

ＪＲ東海道線
阪急京都線

中央環状線

モノレール

至 京都

安
威
川

佐
保
川

勝
尾
寺
川

至 伊丹

名神高速道路

新名神高速道路
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昭和23年 10 月 1 日 消防組織法の施行により、吹田市外１市１４村組合消防から分離

し、自治体消防として茨木市消防本部（署）が発足

　所在地　茨木市大字茨木官有地

　職員　１４人、消防ポンプ自動車２台

◆初代消防長　高島 好隆 　就任

昭和24年 2 月 20 日 本部庁舎移転

　所在地　茨木市大字茨木１１１０番地

12 月 28 日 ◆第2代消防長　森本 又二 　就任

昭和25年 1 月 6 日 第1回茨木市消防出初式挙行

　参加車両等　署３台　団１台　手引１０台

9 月 20 日 茨木市消防委員会設置

昭和26年 12 月 20 日 本部庁舎移転

　所在地　茨木市大字茨木三島郡役所跡

昭和27年 11 月 28 日 茨木市職員定数条例の改正（消防職員 ３３人）

昭和29年 2 月 10 日 安威村、玉島村編入。人口44,099人、面積 28.70k㎡

4 月 ◇初代消防団長　中島 純蔵　就任

12 月 5 日 本部庁舎移転

　所在地　茨木市大字下中条３８１番地の１

昭和30年 4 月 3 日 福井村、石河村、見山村、清溪村編入。

人口45,718人、面積 69.69ｋ㎡

救急運用開始

昭和31年 11 月 19 日 茨木市職員定数条例の改正（消防職員 ２８人）

12 月 25 日 豊川村一部編入。人口58,434人　面積 75.19k㎡

昭和32年 3 月 30 日 三宅村編入。人口63,721人　面積 78.26ｋ㎡

昭和33年 3 月 31 日 望楼竣工。ＲＣ造、高さ３３ｍ

昭和34年 4 月 3 日 茨木市職員定数条例の改正（消防職員 ３２人）

昭和36年 3 月 3 日 庁舎新築。鉄筋鉄骨造３階建

4 月 1 日 茨木市職員定数条例の改正（消防職員 ４２人）

昭和38年 7 月 15 日 救急車１台　本署に配置　（名神　救急事務開始）　

昭和39年 1 月 8 日 第１回茨木自衛消防隊出初式挙行

　参加隊１２隊　参加人員８４人

昭和40年 3 月 31 日 茨木市職員定数条例の改正（消防職員 ５８人）

4 月 1 日 茨木市消防署西分署人員１７人で開設　　

　所在地　茨木市五日市緑町５番１０号

　消防ポンプ自動車１台、水槽付ポンプ自動車１台、救急車１台

茨木市消防本部の沿革
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昭和41年 10 月 21 日 茨木市職員定数条例の改正（消防職員 ７４人）

12 月 14 日 スノ－ケル車１台　本署に配置

昭和42年 4 月 1 日 茨木市消防署東出張所人員８人で開設

　所在地　茨木市稲葉町１６番２５号

　消防ポンプ自動車１台

昭和43年 4 月 1 日 茨木市職員定数条例の改正（消防職員 ８０人）

消防特別救助隊発足（本署）

8 月 15 日 テレビ監視カメラを市役所屋上に設置

昭和44年 2 月 25 日 5ｔ水槽車１台　本署に配置

3 月 31 日 茨木市職員定数条例の改正（消防職員 ９０人）

11 月 1 日 赤バイ隊発足（本署）

12 月 18 日 ◆第3代消防長　続木 清 　就任

昭和45年 4 月 1 日 茨木市職員定数条例の改正（消防職員 １００人）

4 月 ◇第２代消防団長　秋田 伊三郎　就任

4 月 27 日 茨木市消防署南分署人員15人で開設

　所在地　茨木市松ケ本町１０番３５号

　消防ポンプ自動車１台、水槽付ポンプ自動車１台、救急車１台

昭和46年 3 月 31 日 茨木市職員定数条例の改正（消防職員 １０８人）

12 月 16 日 はしご車（３２ｍ級）１台　本署に配置

昭和47年 4 月 1 日 茨木市職員定数条例の改正（消防職員 １１８人）

昭和48年 1 月 16 日 本部庁舎移転

　所在地　茨木市東中条町２番１３号

3 月 7 日 茨木市消防署北分署人員１７人で開設

　所在地　茨木市西河原二丁目１６番１７号

　消防ポンプ自動車１台、水槽付ポンプ自動車１台、救急車１台

4 月 1 日 茨木市職員定数条例の改正（消防職員 １３０人）

12 月 1 日 茨木市消防署東出張所が東分署（人員17人）に昇格

　消防ポンプ自動車１台、水槽付ポンプ自動車１台、救急車１台

12 月 25 日 消防救急指令装置Ｂ型を配置

昭和49年 1 月 6 日 石油ショックにより市及び自衛消防隊の両出初式を中止、表彰式を実施

4 月 1 日 茨木市職員定数条例の改正（消防職員 １４５人）

昭和50年 3 月 8 日 第１回市民と消防フェスティバル開催(阪急茨木市駅前)

4 月 1 日 茨木市職員定数条例の改正（消防職員 １５３人）

茨木市消防署北辰分署人員13人で開設

　所在地　茨木市大字泉原３８番地の８

　消防ポンプ自動車１台、救急車１台、搬送車１台

昭和51年 3 月 3 日 スクア－ト車１台　本署に配置
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昭和52年 2 月 16 日 １０ｔ水槽車１台　本署に更新

昭和53年 3 月 9 日 化学消防車Ⅲ型１台　西分署に配置

昭和54年 2 月 6 日 １０ｔ水槽車１台　西分署に配置

3 月 31 日 茨木市職員定数条例の改正（消防職員 １５９人）

12 月 6 日 茨木市消防署音楽クラブ結成

昭和55年 3 月 5 日 はしご車（３８ｍ級）１台　本署に配置

4 月 1 日 茨木市職員定数条例の改正（消防職員 １６３人）

5 月 1 日 全国消防長会予防委員会を開催（１日・２日）

於　豊川五丁目　富士火災海上保険（株）

昭和56年 2 月 1 日 茨木市消防音楽隊発足

3 月 24 日 救助工作車１台　北分署に配置

3 月 31 日 茨木市職員定数条例の改正（消防職員 １７３人）

4 月 28 日 全国消防長会近畿支部総会を開催

於　市立中央公民館

昭和57年 3 月 31 日 茨木市職員定数条例の改正（消防職員 １８３.人）

4 月 1 日 茨木市消防署白川分署人員１０名で開設

　所在地　茨木市白川二丁目１１番１号

　消防ポンプ自動車１台、水槽付ポンプ自動車１台、救急車１台

　搬送車１台

4 月 5 日 ◆第4代消防長　田中 春之 　就任

9 月 ◇第3代消防団長　西川 源三郎　就任

昭和58年 7 月 6 日 防犯防火交通安全を推進するため「七夕のつどい」を開催

於　国鉄茨木駅西口広場（現在：ＪＲ茨木駅西口広場）

昭和59年 7 月 10 日 茨木市職員定数条例の改正（消防職員 ２０１人）

昭和60年 4 月 1 日 茨木市消防署山手台分署人員11名で開設

   所在地　茨木市山手台二丁目２番２３号

　消防ポンプ自動車１台、水槽付ポンプ自動車１台、救急車１台

　搬送車１台

（消防救助隊編成運用開始）

10 月 1 日 ◆第5代消防長　中畑　榮藏 　就任

昭和61年 3 月 31 日 茨木市職員定数条例の改正（消防職員 ２０３人）
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平 成 元 年 4 月 1 日 茨木市消防署西分署　移転新築

　所在地　茨木市下井町２番３号

平 成 ２ 年 3 月 31 日 茨木市職員定数条例の改正（消防職員 ２０９人）

4 月 1 日 茨木市婦人防火クラブ連絡協議会　結成

平 成 ３ 年 4 月 1 日 茨木市消防署東分署　移転新築

　所在地　茨木市水尾三丁目１８番１５号

平 成 ４ 年 2 月 28 日 はしご車（３０ｍ級）１台　東分署に配置

3 月 1 日 ◆第6代消防長　才脇 芳喜 　就任

10 月 1 日 ４分署の名称を変更

東分署を水尾分署、西分署を下井分署

南分署を松ケ本分署、北分署を西河原分署

12 月 2 日 救急救命士第１号誕生

平 成 ５ 年 3 月 31 日 茨木市職員定数条例の改正（消防職員 ２１９人）

平 成 ６ 年 3 月 31 日 茨木市職員定数条例の改正（消防職員 ２２３人）

4 月 1 日 高規格救急車１台　本署 運用開始

4 月 ◇第4代消防団長　西原 利雄　就任

平 成 ７ 年 1 月 17 日 午前5時46分「阪神・淡路大震災」兵庫県南部地域 (Ｍ7.2)　最大震度７

4 月 1 日 高規格救急車１台　下井分署 運用開始

7 月 1 日 震災対策用資機材 (斧､掛矢､鋸､つるはし､バール､スコップ)

を本署・分署及び消防団本部・各部に配備

10 月 31 日 本部庁舎耐震補強工事【第１期】完了（３階）

平 成 ８ 年 1 月 16 日 エアテント配備

2 月 5 日 耐震性貯水槽（100ｔ）保健医療センターに完成

2 月 6 日 救助工作車更新（西河原分署）

3 月 25 日 茨木市職員定数条例（消防職員 ２２８人）

3 月 26 日 計測震度計　水尾分署に設置

3 月 31 日 本部庁舎耐震補強工事【第２期】完了（１・２階）

4 月 1 日 消防総合情報システム（Ⅱ型３台）運用開始

高規格救急車１台　水尾分署 運用開始

4 月 16 日 消防総合情報システム完成式を実施

12 月 9 日 はしご車〈３８m級〉更新　(本署)

平 成 ９ 年 3 月 21 日 災害監視カメラ装置(市役所南館屋上)更新

旧通信指令室(3階)を 仮眠室・休養室に改装

11 月 4 日 スノーケル車を はしご車〈15m級〉に更新　(白川分署)

11 月 21 日 水槽付消防ポンプ車１台 更新　(下井分署)
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平成10年 3 月 1 日 ◆第7代消防長　田村 哲  　就任

3 月 16 日 電源照明車１台 更新　(山手台分署)

4 月 ◇第5代消防団長　小林 靖彦　就任

10 月 10 日 茨木市消防署松ケ本分署 移転新築　下穂積分署に名称を変更

　所在地　茨木市下穂積一丁目７番１０号

消防救助隊を西河原分署から下穂積分署に配置替え

   救助工作車１台、水槽付消防ポンプ車１台、救急車１台、

   搬送車１台、高圧ガス充填施設

平成11年 3 月 4 日 水槽付消防ポンプ自動車１台 更新　(山手台分署)

3 月 17 日 救急車１台 更新　(山手台分署)

3 月 30 日 茨木市職員定数条例の改正（消防職員 ２３１人）

4 月 1 日 初の女性消防士１人採用

高規格救急車１台　西河原分署 運用開始

平成12年 3 月 6 日 消防ポンプ車（４ＷＤ）１台更新 （本署）

3 月 27 日 西河原分署耐震補強工事完了

4 月 1 日 高規格救急車１台　下穂積分署 運用開始　

5 月 19 日 ◆第8代消防長　武田 忠義 　就任

平成13年 2 月 15 日 北辰分署耐震補強工事完了

3 月 1 日 消防ポンプ車（４ＷＤ）２台更新（下井分署・山手台分署）

4 月 1 日 高規格救急車１台　白川分署運用開始

6 月 24 日 「市民救命士」制度の創設

平成14年 2 月 15 日 山手台分署訓練塔改修工事完了

3 月 14 日 消防ポンプ自動車（４ＷＤ）２台更新（西河原分署・北辰分署）

3 月 31 日 茨木市消防委員会廃止

4 月 1 日 高規格救急車１台　山手台分署運用開始

10 月 1 日 新制服着用

10 月 18 日 白川分署改修工事完了

平成15年 1 月 12 日 茨木市消防出初式挙行（茨木消防自衛隊との合同開催）

※消防出初式の開催日については、１月６日以降の第１日曜日とする

3 月 11 日 消防ポンプ自動車（４ＷＤ）１台更新（白川分署）

3 月 28 日 高規格救急車１台更新　（本署）

4 月 1 日 高規格救急車１台　北辰分署運用開始

◆第9代消防長　河井 亨 　就任

平成16年 1 月 20 日 水槽付消防ポンプ自動車（４ＷＤ）１台更新（北辰分署）

2 月 17 日 消防ポンプ自動車（４ＷＤ）１台更新 （水尾分署）

6 月 1 日 はしご車配置替え（下井⇔水尾）

7 月 15 日 予防広報車１台更新（予防課）

9 月 1 日 携帯メールによる１１９番通報システム運用開始

10 月 29 日 指揮統制車（４ＷＤ）１台更新 （警備課）
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平成17年 1 月 25 日 緊急援助用ゴムボート配置（下穂積分署）

3 月 28 日 高規格救急車１台更新（水尾分署）

4 月 1 日 署・分署の夜間受付勤務を廃止

10 月 12 日 人員輸送車１台更新（下穂積分署）

10 月 13 日 災害用資機材搬送車１台更新（山手台分署）

12 月 5 日 携帯電話１１９番通報直接受信整備完了

平成18年 1 月 20 日 山手台分署改修工事完了

3 月 9 日 水槽付消防ポンプ自動車（４ＷＤ）１台更新（下穂積分署）

3 月 24 日 高規格救急車１台更新（下井分署）

4 月 20 日 「ＩＳＯ１４００１」認証取得キックオフ宣言

12 月 12 日 指揮車（４ＷＤ）１台更新 （本署）

平成19年 1 月 19 日 「ＩＳＯ１４００１」登録証交付

3 月 28 日 高規格救急車１台更新（下穂積分署）

4 月 1 日 高機能消防総合情報システム運用開始

◆第10代消防長　内田 敬久 　就任

4 月 19 日 高機能消防総合情報システム運用開始式を実施

6 月 12 日 ボート船外機配置（下穂積分署）

7 月 1 日 エコ三輪自転車運用開始

9 月 6 日 広報車更新（予防課）

10 月 1 日 特別救助隊を専務化（下穂積分署）

11 月 26 日 災害用資機材搬送車１台更新（下穂積分署）

平成20年 1 月 25 日 高規格救急車１台更新（西河原分署）

3 月 7 日 水槽付消防ポンプ自動車（４ＷＤ）１台更新（本署）

3 月 25 日 赤バイク運用（北辰、山手台）

4 月 1 日 機構改正：警防第一課と警防第二課を警防課、救急救助課に変更

災害情報伝送システム（茨木消防メール）運用開始

4 月 1 日 指揮隊運用開始（本署）

7 月 ◇第6代消防団長　山田 武司　就任

11 月 9 日 消防本部のマスコット「消防犬ラッキー」（着ぐるみ）作成

12 月 2 日 下井分署改修工事完了（太陽光発電設置）

平成21年 4 月 1 日 ◆第11代消防長　山本 雅之 　就任

10 月 18 日 「いばらき童子」（着ぐるみ）作成

11 月 1 日 児童防火教育開始（3ヵ年計画で全３２小学校訪問）

平成22年 1 月 19 日 ＩＳＯ１４００１認証更新

3 月 26 日 高規格救急車１台更新（本署救急車２）

4 月 1 日 「救急安心センターおおさか」事業へ参画

4 月 1 日 初の女性救急救命士誕生（本署）

7 月 2 日 茨木市災害予防協会からミニ消防車の寄贈

7 月 9 日 高規格救急車１台更新（白川分署）

10 月 15 日 水尾分署改修工事完了

10 月 29 日 搬送車（４ＷＤ）１台更新（下井分署）

1 月 20 日 水槽付消防ポンプ車１台更新（白川分署）

2 月 9 日 水槽付消防ポンプ車１台更新（水尾分署）

2 月 15 日 日本消防協会より広報車（４ＷＤ）の寄贈（本部）

3 月 17 日 小型動力ポンプ付水槽車Ⅱ型更新（下井分署）
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平成23年 3 月 11 日 １４時４６分「東日本大震災」宮城県東南東沖（Ｍ９．０）　最大震度７

3 月 11 日 東日本大震災を受けて、岩手県に緊急消防援助隊として職員を派遣

4 月 1 日 大阪府からの権限移譲により保安三法（火薬類取締法、高圧

ガス保安法、液化石油ガスの保安の確保及び取引の適正化に

関する法律）事務を開始（予防課）

5 月 25 日 茨木市災害予防協会よりミニ救急車の寄贈

7 月 28 日 高度救助資機材導入

 (画像探索機Ⅰ型、Ⅱ型、地中音響探知機、熱画像直視装置、夜間用暗視装置、地震警報器)

6 月 29 日 茨木市災害予防協会よりミニ消防車等搬送用トレーラー１の寄贈

11 月 5 日 本署ボート吊り下げ用電動ウインチ設置

12 月 21 日 高規格救急車１台更新（下井分署）

災害対応小型自動二輪車２台運用開始（本署・下井分署）

平成24年 1 月 16 日 救助工作車（Ⅲ型）１台更新 （下穂積分署）

3 月 21 日

広域避難地西河原公園及び消防署西河原分署の竣工

3 月 27 日 消防署西河原分署が新庁舎に移転し業務を開始

消防救助隊を下穂積分署から西河原分署に配置替え

4 月 1 日 高度救助隊（愛称スーパーレスキューシールド）が発隊

4 月 1 日 児童防災教育開始（全３２小学校訪問）

6 月 29 日 広報車（ハイブリッド）更新　（本署）

9 月 27 日 災害用資器材搬送車１台更新（西河原）

10 月 23 日

11 月 18 日 ISO14001の承認登録を返上し、「エコオフィスプランいばらき（第４版）」を開始
12 月 20 日 茨木市職員定数条例の改正（消防職員 ２３９人）

平成25年 3 月 8 日 高規格救急車１台更新（下穂積分署）

3 月 15 日 高規格救急車１台更新（本署）

水槽付消防ポンプ自動車１台更新（下穂積分署）

3 月 29 日 水槽付消防ポンプ自動車１台更新（下井分署）

消防救急デジタル無線システム運用開始

茨木市消防団に初の女性消防団員（５人）が入団

茨木市消防団部長以下の定年を６０歳から６５歳に引き上げる

7 月 31 日 本署搬送車１台更新

茨木市災害予防協会から消火体験装置「ケスゾー」の寄贈

10 月 21 日 本署はしご車（３８m級はしご付消防自動車）更新

11 月 28 日 茨木ライオンズクラブから消防機動二輪車１台を寄贈

12 月 26 日 消防機動二輪車１台を購入

平成26年 1 月 7 日 赤十字奉仕団から消防機動二輪車１台を寄贈

2 月 1 日 消防機動二輪車（３台）の運用開始

3 月 28 日 電源照明車から照明車へ更新

4 月 1 日 ◆第12代消防長　萩原 利雄 　就任

5 月 28 日 全国消防職員意見発表会（仙台市）　近畿支部代表（入賞）

7 月 1 日 福知山市花火大会火災に伴い、火災予防条例の改正

7 月 26 日 第４３回消防救助技術近畿地区指導会に本市初の女性隊員出場

11 月 7 日 搬送車１台更新（白川分署）

12 月 19 日 茨木市職員定数条例の改正（消防職員 ２８０人）

調査車更新（本署）

茨木市消防署西河原分署　移転新築
　所在地　城の前町１番１０号
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平 成 27 年 2 月 17 日 タンザニア・シーハ県への水槽付消防ポンプ自動車１台・救急車２台寄贈

2 月 18 日 水槽付消防ポンプ自動車から救助工作車（Ⅲ型）へ更新（山手台分署）

3 月 13 日 高規格救急車１台更新（北辰分署）

3 月 25 日 日本機械金型株式会社から高規格救急車１台寄贈（水尾分署）

4 月 9 日 山手台分署 特別救助隊（愛称アームズ）発隊

4 月 1 日 幼児防災教育（ぼうさいダック）開始（全公立幼稚園１２園対象）

7 月 4 日 第30回「大阪の消防大賞」消防団体の部で茨木市消防団が受賞

12 月 1 日 消防ポンプ車をスモールタンクに更新（本署）

12 月 8 日 消防ポンプ車をスモールタンクに更新（山手台分署）

12 月 16 日 化学消防自動車Ⅲ型から化学消防自動車Ⅱ型に更新（下井分署）

平 成 28 年 4 月 1 日 ◆第13代消防長　泉　頼明　就任

4 月 14 日 熊本地震　震度７　マグニチュード6.5

4 月 16 日 熊本地震　震度７　マグニチュード7.3

4 月 16 日 熊本地震を受けて、熊本県に緊急消防援助隊として職員を派遣

10 月 17 日 茨木ライオンズクラブからエアアーチ１式寄贈

11 月 18 日 下井はしご車（３８m級はしご付消防自動車）更新

平 成 29 年 4 月 1 日

5 月 23 日 茨木商業団体連合会から丸型組立水槽４台寄贈

7 月 1 日 違反対象物に係る公表制度に伴う火災予防条例の改正

11 月 14 日 高規格救急車２台更新（本署・水尾分署）

12 月 7 日 高度救助用資機材（電磁波探査装置）１台導入

12 月 10 日 新名神高速道路開通（救急事務開始）

12 月 15 日 人員輸送車から支援車Ⅲ型に更新（下井分署）

平 成 ３ ０ 年 1 月 12 日 茨木カンツリー倶楽部からエアーテント１基寄贈

3 月 28 日 茨木市災害予防協会から消防音楽隊制服18着寄贈

4 月 1 日 ◇第７代消防団長　澤田　勉　就任

6 月 18 日 7時58分　大阪北部地震　　震度６弱

7 月 9 日 平成30年7月豪雨を受けて、広島県に緊急消防援助隊として職員を派遣

9 月 4 日 台風21号　近畿地方縦断

平 成 ３ 1 年 3 月 20 日 高規格救急車1台更新（下井分署）

3 月 26 日 指揮車１台更新（本署）

4 月 1 日 高機能消防総合情報システム更新

10 月 10 日 日本民謡 朝鳳会からペンライト55本寄贈

11 月 25 日 高規格救急車２台更新（本署・下井分署）

令 和 ２ 年 3 月 31 日 消防ポンプ車をスモールタンクに更新（白川分署）

4 月 1 日 ◆第14代消防長　乾　克文　就任

4 月 1 日 ◇第８代消防団長　西村  幸一　就任

4 月 1 日

4 月 10 日 病院前救護支援隊ＥＭＡＴからＮ９５マスク40枚寄贈

10 月 20 日 シロキ工業株式会社大阪工場から足踏み式の消毒液設置台２台寄贈

12 月 1 日 茨木市消防協力会から携帯発電機２台、バルーン投光器１台、テント１台寄贈

12 月 1 日 高規格救急車1台更新（西河原分署）

機構改正：予防課に属する係を査察係と指導係の２係から査察係、

　　　　　建築設備係、危険物保安係の３係に改編

機構改正：消防署の各分署の「警防係」を、「警防一係」と「警防二係」

　　　　　の2係に改正
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令 和 ３ 年 1 月 10 日 茨木市消防出初式中止（新型コロナウイルス感染症拡大のため）

2 月 4 日 消防ポンプ車をスモールタンクに更新（下穂積分署）

7 月 9 日 茨木ライオンズクラブからアイソレーションフード（陰圧シールドREO）

２式寄贈

9 月 15 日 株式会社渋谷総合ビジコンからアイソレーションフード（陰圧シールドREO）

１式寄贈

令 和 ４ 年 1 月 9 日 茨木市消防出初式中止（新型コロナウイルス感染症拡大のため）

3 月 2 日 高規格救急車1台更新（下穂積分署）

3 月 17 日 消防ポンプ車をスモールタンクに更新（北辰分署）

3 月 28 日 茨木市災害予防協会からバックボード（大）１台、バックボード（小）１台寄贈

令 和 5 年 2 月 9 日 タンク車１台更新（北辰分署）

3 月 9 日 高規格救急車1台更新（水尾分署）

3 月 24 日 消防ポンプ車をスモールタンクに更新（水尾分署）

4 月 1 日 ◆第15代消防長　野島　誠司　就任

5 月 18 日 大阪広域生コンクリート協同組合と本市が

「災害時における消防用水等の確保に関する協定」を締結

10 月 18 日 桃栄金属工業株式会社から高規格救急車1台寄贈（本署）

令 和 ６ 年 1 月 1 日 能登半島地震　最大震度７　マグニチュード7.６

1 月 1 日 能登半島地震を受けて、石川県に緊急消防援助隊として職員を派遣

4 月 1 日 ◇第9代消防団長　中村　伏男　就任

6 月 5 日 株式会社美和製作所から自動心臓マッサージ機一式寄贈

7 月 1 日

　　　　　高度化推進係と救急指導係に再編

9 月 24 日 石川県で発生した大雨被害に対し、同県に緊急消防救助隊として職員を派遣

11 月 18 日 パイオニア株式会社から救急車１台寄贈

令 和 ７ 年 1 月 30 日 高規格救急車1台更新（下井分署）

3 月 31 日 行動規範「茨消ウェイ」を策定

機構改正：救急体制の強化を目的とし、救急救助課を「救急管理課」に改称し、
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総務課編 

 



総　務　課（総務係、経理係）

（ 1 ）　秘書及び儀式に関すること。                                

（ 2 ）　ほう賞及び表彰に関すること。                              

（ 3 ）　消防組織及び定数に関すること。                            

（ 4 ）　職員及び消防団員の任免、分限、懲戒その他身分に関すること。  

（ 5 ）　職員及び消防団員の服務その他人事管理に関すること。        

（ 6 ）　職員及び消防団員の研修、教養及び福利厚生に関すること。    

（ 7 ）　公務災害補償に関すること。                                

（ 8 ）　所管の条例、規則及び規程の制定並びに改廃に関すること。  

（ 9 ）　文書に関すること。                                        

（ 10 ）　公印の管守に関すること。                                  

（ 11 ）　消防広報の調整に関すること。                              

（ 12 ）　消防の主要施策事業の計画に関すること。                    

（ 13 ）　消防職員委員会との連絡調整に関すること。         

（ 14 ）   消防本部安全衛生委員会との連絡調整に関すること。 

（ 15 ）   消防団の行事に関すること。                        

（ 16 ）   消防協力団体に関すること。                                

（ 17 ）   消防予算及び決算に関すること。                            

（ 18 ）　消防関係の補助金に関すること。                   

（ 19 ）   職員の諸給与及び旅費に関すること。                         

（ 20 ）　貸与品に関すること。                                       

（ 21 ）   消防団員の報酬、退職報償金等の支給に関すること。           

（ 22 ）   物品（消防本部及び消防署の他の課に属するものを除く）の購入及び検収に関すること。

（ 23 ）   職員の共済組合及び健康保険に関すること。    

（ 24 ）   その他一般会計事務に関すること。                               

（ 25 ）   各課等との連絡調整に関すること。     

（ 26 ）   他の課に属さない事項に関すること。  

（ 27 ）　本部の庶務に関すること。                       

総　務　課　事　務　分　掌
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茨木市消防本部機構図

消

防

本

部

市

長

消

防

署

警 防 課

総 務 課

予 防 課

警 備 課

音 楽 隊

救急管理課

総 務 係

計 画 係

調 査 係

指 令 一 係

査 察 係

危険物保安係

警 防 一 係

警 防 二 係

水 尾 分 署

下 井 分 署

下穂積分署

西河原分署

北 辰 分 署

白 川 分 署

山手台分署

高度化推進係

救 急 指 導 係

経 理 係

指 令 二 係

建築設備係

警 防 一 係

警 防 二 係

警 防 一 係

警 防 二 係

警 防 一 係

警 防 二 係

警 防 一 係

警 防 二 係

警 防 一 係

警 防 二 係

警 防 一 係

警 防 二 係

警 防 一 係

警 防 二 係
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平成 平成 平成 平成 平成 令和 令和 令和 令和 令和

28 29 30 31 2 3 4 5 6 7

281 281 281 281 281 281 281 281 281 281

252 (5) 257 (5) 268 (6) 269 (6) 267 (6) 272 (7) 270 (8) 265 (9) 263 (7) 269 (8)

1 1

1 1 2 7 2 13

1 2 (1) 8 3 14 (1)

2 4 16 4 1 27

9 9 (1)

1 2 3 8 (1) 31 9 1 9 64 (2)

1 1

3 5 12 (1) 5 9 (1) 2 (1) 36 (3)

2 1 6 (1) 3 1 13 (1)

2 8 4 6 2 22

1 2 12 2 8 (1) 2 27 (1)

2 7 6 5 2 22

2 7 7 6 2 24

2 8 3 4 1 18

2 6 6 (1) 5 1 20 (1)

2 6 5 6 3 22

1 6 20 72 (2) 41 (1) 50 (2) 15 (1) 205 (6)

1 3 9 28 (1) 103 (2) 50 (1) 51 (2) 24 (1) 269 (8)

山 手 台 分 署

小 計

合 計

再任用短時間職員8人除く　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　（ ）は女性内訳数

消

防

署

署 長

警 防 課

救 急 管 理 課

水 尾 分 署

下 井 分 署

下 穂 積 分 署

西 河 原 分 署

北 辰 分 署

白 川 分 署

消
防
本
部

消 防 長

総 務 課

予 防 課

警 備 課

消 防 学 校 入 校

小 計

消

防

士

定 数

実 員 数

定数・実員数は消防長を含む、（ ）は女性内訳数　

職 員 配 置 状 況
（令和７年４月１日現在）

階　　級　　別

合

計

消

防

正

監

消

防

副

士

長

消

防

司

令

長

消

防

司

令

消

防

司

令

補

消

防

士

長

消

防

監

職員の定数及び実員の推移
（令和７年４月１日現在）

年 年 年年 年 年 年 年 年 年

-14-



（令和７年４月１日現在）

人数

大型 128

中型 62

中型（８ｔ限定） 24

準中型 2

大型 34

１級 4
２級 36

丙種 1
乙種１類 4
乙種２類 3
乙種３類 5

乙種４類 56

乙種５類 5
乙種６類 8
陸上第１級 2

陸上第３級 114

海上第１級 1
海上第３級 2
航空 1
乙種４類 2
乙種６類 10
乙種７類 2
１種 1
２種 1
ガス 26
アーク 1
移動式 5

１級 0
２級 1

玉掛技能講習 64

潜水士免許 83
スキューバー 11

劇毒物取扱者 5
高圧ガス製造保安責任者乙種機械 1
高圧ガス製造保安責任者丙種化学 1
火薬取扱保安責任者甲種 4
発破技士免許 1
足場の組立て等作業主任者技能講習 11
衛生管理者免許１種 5
安全衛生推進者 21
特別管理産業廃棄物管理責任者講習 1
救急救命士免許 97

特殊無線技士

消防設備士

消防設備点検資格者

危険物取扱者

甲種

特定化学物質及び四アルキル鉛等作業主任者技能講習

建築士

車両系建設機械運転技能講習

酸素欠乏・硫化水素危険作業主任者技能講習

溶接

クレーン

職員の免許・資格所有状況

中型 164

自動車運転免許

4

33

2

免　許　・　資　格

大型特殊 4

けん引 3

自動二輪運転免許

小型船舶操縦士
特殊 5

31陸上第２級

小型 16

5

小型移動式 54

準中型（５ｔ限定） 16

27普通
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消　防 消　防 消　防 消　防 消　防 消　防

正　監 司令長 司　令 司令補 士　長 副士長 （人数）

59.0 57.7 53.7 51.3 42.1 33.7 27.5 21.8 36.7

18歳未満 0

18歳 1 1

19歳 0 0

20歳 1 1

21歳 2 2

22歳 7 7

23歳 9 9

24歳 7 2 9

25歳 4 1 5

26歳 8 1 9

27歳 9 9

28歳 10 10

29歳 6 3 9

30歳 6 5 11

31歳 5 5

32歳 1 6 1 8

33歳 3 7 3 13

34歳 3 6 9

35歳 4 2 6

36歳 11 1 1 13

37歳 9 3 12

38歳 8 2 10

39歳 6 1 7

40歳 4 2 6

41歳 5 5

42歳 7 7

43歳 6 1 7

44歳 1 6 7

45歳 3 1 4

46歳 2 3 5

47歳 3 1 4

48歳 1 3 4

49歳 3 1 4

50歳 5 2 7

51歳 1 5 4 10

52歳 4 5 3 12

53歳 1 2 3

54歳 2 2 4

55歳 0

56歳 3 3

57歳 2 2 4

58歳 2 2

59歳 1 1 2

６０歳以上 2 2 4

1 3 9 28 103 50 51 24 269

平均年齢

年
　
　
齢

合　　計

職員の年齢別構成状況
（令和7年4月１日現在）

消防監 消防士 合計

0 
1 

0 
1 

2 
7 

9 
9 

5 
9 
9 

10 
9 

11 
5 

8 
13 

9 
6 

13 
12 

10 
7 

6 
5 

7 
7 
7 

4 
5 

4 
4 
4 

7 
10 

12 
3 

4 
0 

3 
4 

2 
2 

4 

10

0 
1 

0 
1 

2 
7 

9 
9 

5 
9 
9 

10 
9 

11 
5 

8 
13 

9 
6 

13 
12 

10 
7 

6 
5 

7 
7 
7 

4 
5 

4 
4 
4 

7 
10 

12 
3 

4 
0 

3 
4 

2 
2 

4 
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消　防 消　防 消　防 消　防 消　防 消　防

正　監 司令長 司　令 司令補 士　長 副士長

34.0 35.0 32.6 28.0 19.6 11.5 6.1 1.3 15.9

1年 未満 9 9

1年 以上 2年 未満 8 8

2年 以上 3年 未満 5 2 7

3年 以上 4年 未満 2 2 4

4年 以上 5年 未満 7 1 8

5年 以上 6年 未満 10 2 12

6年 以上 7年 未満 1 5 6

7年 以上 8年 未満 5 8 13

8年 以上 9年 未満 6 6 12

9年 以上10年 未満 11 4 15

10年 以上11年 未満 3 3 1 7

11年 以上12年 未満 2 3 1 6

12年 以上13年 未満 5 3 1 9

13年 以上14年 未満 1 2 1 4

14年 以上15年 未満 12 3 15

15年 以上16年 未満 5 4 9

16年 以上17年 未満 13 2 15

17年 以上18年 未満 7 3 10

18年 以上19年 未満 7 7

19年 以上20年 未満 7 2 9

20年 以上21年 未満 4 1 5

21年 以上22年 未満 5 1 6

22年 以上23年 未満 3 2 1 6

23年 以上24年 未満 0

24年 以上25年 未満 1 5 6

25年 以上26年 未満 0

26年 以上27年 未満 3 5 8

27年 以上28年 未満 2 2

28年 以上29年 未満 3 3

29年 以上30年 未満 3 1 3 7

30年 以上31年 未満 1 1 3 5

31年 以上32年 未満 6 2 8

32年 以上33年 未満 1 2 5 1 9

33年 以上34年 未満 1 1

34年 以上35年 未満 1 1 1 3 3 9

35年 以上36年 未満 0

36年 以上37年 未満 0

37年 以上38年 未満 0

38年 以上39年 未満 0

39年 以上40年 未満 1 2 2 5

40年 以上41年 未満 1 1 2

41年 以上 1 1 2

1 3 9 28 103 50 51 24 269

平均勤続年数

勤

続

年

数

合　　計

職員の勤続年数別構成状況
（令和７年４月１日現在）

消防監 消防士 合計

9 
8 

7 
4 

8 
12 

6 
13 

12 
15 

7 
6 

9 
4 

15 
9 

15 
10 

7 
9 

5 
6 
6 

0 
6 

0 
8 

2 
3 

7 
5 

8 
9 

1 
9 

0 
0 
0 
0 

5 
2 
2 

0 10 20
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2.5

一般会計決算額 （千円）

消防費決算額　（千円）

比率　（％） 2.4 2.4

2,653,058

2.1

1

開催回数

５件

審議件数

消　防　費　決　算

令和6年度 令和5年度 令和４年度 令和３年度 令和２年度

125,128,850114,456,306 117,538,227 112,677,976 110,100,823

△：減を示す

2,499,310 270,274

81,582 80,149 1,433

一世帯当たりの消防費   （円）

市民一人当たりの消防費（円）

334,947 89,738 245,209

2.9 2.5 0.4一般会計に対する比率  （％）

消防施設費   （千円）

11,146 9,342 1,805

23,583 19,930 3,653

消防職員委員会の開催状況

消　防　費　予　算

令和７年度 令和６年度
前年度比較

当初予算額 当初予算額

常備消防費   （千円）

非常備消防費（千円）

110,220,000 107,400,000 2,820,000

3,186,113 2,669,197 516,916

一般会計  　　　   　　(千円）

消防費　　   　　　   （千円）

2,769,584

2,784,642 2,870,986 2,848,547 2,794,497

2.5
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（人数） （人数） （人数）

初任教育 8 上級救助研修 1

総
合
教
育

幹部科 1

警防科 2 指揮研修 1

専
科
教
育

警防課 1

予防科 防火査察 3 特殊災害研修 1

予防科 消防用設備 1 水難救助基本技術研修 1

予防科 危険物 1 消火技術指導者研修 1
一般財団法人
救急振興財団

（人数）

火災調査科 1 救急救命士養成研修 2

救
急
救
命
士

救急救命東京研修所
（救急救命士教育）

1

救助科 4 指導救命士養成課程 2

初級幹部科 2 指令情報センター実務研修 1

中級幹部科 2 上級予防研修 1

上級幹部科 1 体育指導員研修 ０

はしご車技術講習 2

潜水士養成研修 4

通信指令研修 1

採用後３年目研修 4

教育技法研修 1

専
科
教
育

幹
部
教
育

特
別
教
育

救
急

警
防

他

（令和６年度　入校者・受講者）

職　員　研　修　状　況

大阪府立消防学校 消防大学校大阪市消防局
（高度専門教育訓練センター）
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警備課編 

 

 



警　備　課（計画係、調査係、指令一係、指令二係）

（ 1 ）　総合的な訓練計画に関すること。                          

（ 2 ）　消防計画に関すること。

（ 3 ）　消防水利の整備計画に関すること。            

（ 4 ）　防災関係機関との連絡調整に関すること。                  

（ 5 ）　消防相互応援協定に関すること。                          

（ 6 ）　消防特別警戒に関すること。          

（ 7 ）　災害現場広報に関すること。  

（ 8 ）　消防主力機械の配置に関すること。 

（ 9 ）　消防機器の設計及び製作仕様に関すること。 

（ 10 ）　消防機器の改善研究及び取扱指導並びに整備に関すること。

（ 11 ）　高速道路の消防事務に関すること。                        

（ 12 ）　茨木市消防車両等管理規程（昭和51年消本訓達第1号） に規定する車両の管理運用に

関すること。

（ 13 ）　車両の安全運転指導に関すること。                             

（ 14 ）　その他消防警備及び消防機器に関すること。

（ 15 ）　火災その他災害の原因及び損害に関すること。  

（ 16 ）　証拠品及び火災現場保存に関すること。               

（ 17 ）　火災予防対策資料の収集分析に関すること。           

（ 18 ）　火災後の消防用設備等の効果確認に関すること。       

（ 19 ）　火災その他災害の統計に関すること。                 

（ 20 ）　火災その他災害の証明に関すること。               

（ 21 ）　緊急通報の受理、水火災、救急及びその他災害出動指令に関すること。　　

（ 22 ）　消防通信施設の運用及び管理に関すること。

（ 23 ）　その他災害情報の収集及び連絡に関すること。

（ 24 ）　職員及び消防団員の非常招集に関すること。                    　　

（ 25 ）　医療機関等との連絡調整（消防署に属するものを除く。）に関すること。

（ 26 ）　テレビ監視に関すること。　　　                              　　

（ 27 ）　気象に関すること。　　　　　　　　　　　　　　　　　        　　

（ 28 ）　情報化の推進に係る企画、調査研究に関すること。

警　備　課　事　務　分　掌
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1　年別火災状況

（平成２7年～令和6年）

損  害  額  の  推  移
（平成２7年～令和6年）

火　　災　　概　　況

出 火 件 数 の 推 移
（平成２7年～令和6年）

火災による死傷者数の推移

28 28 

36 
31 

28 27
33

32
31 32

0

20

40

60

80

100

平成２７年 平成２８年 平成２９年 平成３０年 令和元年 令和２年 令和３年 令和４年 令和５年 令和６年

件数

2 1 0 

4 
1 0 1 0 0 0

6 

13 
12 

30 

13 

4
5 8 9

15

0

5

10

15

20

25

30

35

平成２７年 平成２８年 平成２９年 平成３０年 令和元年 令和２年 令和３年 令和４年 令和５年 令和６年

25,983 
23,492 

15,470 

87,189 

52,975 

21,351

122,402

49,210

93,836

67,537

0

20,000

40,000

60,000

80,000

100,000

120,000

140,000

160,000

180,000

平成２７年 平成２８年 平成２９年 平成３０年 令和元年 令和２年 令和３年 令和４年 令和５年 令和６年

件数

件数

千円

負傷者

死者
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２　火災状況

１ ２ ３ ４ ５ ６ ７ ８ ９ １０ １１ １２

月 月 月 月 月 月 月 月 月 月 月 月

4 3 2 4 3 2 3 2 4 3 2 32

2 5 1 3 3 6 3 2 5 1 31

損害額

死者

負傷者 15 人人

（千円）

0 人

0 ａ 0 ａ

93,836 （千円） 67,537

0

世帯 17 世帯 △ 21

77 人 34 人 △ 43

　　年別被害状況

り災人数（小損含む）

林野焼損面積

電気機器 6

こんろ 3

たばこ 3

2

電気機器

㎡

配線器具 2

電灯・電話等の配線 2

2

ストーブ 1

0件 （0％）

8件 （25.8％）

3件

令　和　５　年

３　被害状況

火 災 件 数

（78.1％）

合計
　　　　　　　　　月別
　区分

　　　　　　　　　月別
　区分

（0％）

（12.5％）

（9.4％)

年別火災件数

こんろ 4

建物

林野

令　和　5　年 令　和　6　年

増　減

（比率％）31件 （比率％）

20件

月別火災件数（件）

令 和 ５ 年

令 和 6 年

たばこ

車両

その他

火災種別

主な火災原因
（件数）

（64.5％）

32件

25件

（9.7％)

1

5

0

△４

0

0件

4件

３件

2

電灯・電話線等の配線

69

り災世帯（小損含む） 38

　　　　　　　　　月別
　区分

増　減

㎡ 418

42

634

棟焼損棟数

建 物 焼 損 面 積

△ 26,299

0人0

令　和　６　年

△ 216

25 棟 △ 17
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４　時間別火災状況

５　曜日別火災状況

.

６　り災証明発行状況

令和6年中

47

件　　数

令和6年度

令和6年中

4

7

3

5

4 4

5

0

1

2

3

4

5

6

7

8

月 火 水 木 金 土 日

件数

2 

1 1 

2 

5 

3 

1

2 2 

1 

3 

2 

3 

2 2 

0

1

2

3

4

5

6

7

8

件数
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100 ㎥ 以上

60 ㎥ 以上 100 ㎥ 未満

40 ㎥ 以上 60 ㎥ 未満

100 ㎥ 以上

60 ㎥ 以上 100 ㎥ 未満

40 ㎥ 以上 60 ㎥ 未満

20 ㎥ 以上 40 ㎥ 未満

100 ㎥ 以上

60 ㎥ 以上 100 ㎥ 未満

40 ㎥ 以上 60 ㎥ 未満

40 ㎥ 未満

総

務

課

警

備

課

本

署

水

尾

分

署

下

井

分

署

下

穂

積

分

署

西

河

原

分

署

北

辰

分

署

白

川

分

署

山

手

台

分

署

1 1

1 1 1 1 1 1 1 7

1 1 1 1 1 1 1 7

1 1 2

1 1

1 1

1 1 2

1 1 1 1 1 1 1 1 8

1 1 1 3

1 1 1 1 1 1 1 7

1 1

2 2

1 1

2

2 2

1 1 2

1 1 1 3

2 2 8 5 10 5 5 4 4 5 52

2 1 1 1 1 2 1 1 10

消防水利状況
（令和7年４月１日現在）

水利別数水利の種類

19

公

設
5

45

37

防火水槽

私

設
280

小　　　　　　　計

防火水槽

小　　　　　　　計

44

206

154

807

3

163

139

小　　　　　　　計

101

予

防

課

225

プ　　　ー　　　ル

合　　　　　　　計

（令和7年４月１日現在）

本　　部 消　防　署

4,254

　　　　　　　所　属　別

　車両等種類

消　　　火　　　栓

5,486

合
計

車両等の配置状況

た　　　め　　　池 56

62

水 槽 付 ポ ン プ 車

耐震性
防火水槽

ポ ン プ 車

水 槽 車 （ 10 ㎥ ）

圧 縮 空 気 泡 消 火 装 置 付 ポ ン プ 車

救 急 車

支 援 車

救 急 車 （ 非 常 用 ）

化 学 車

は し ご 車

救 助 工 作 車

調 査 車

小 型 動 力 ポ ン プ

広 報 車

連 絡 車

資 機 材 搬 送 車

指 揮 車

合 計

2

2

災 害 用 資 機 材 搬 送 車

消 防 機 動 二 輪 車
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固定電話 IP

1,642 5,759 10 796 4 32 964 5,696

固定電話

5

2

1

3

2

2

1,536 76 8

63 2

28 2 1

1

1,642 80 10

合計

雷注意報 76

193

9

16

19,635

0

駆け付け

令和6年中

そ の 他

1

349

0

12

1

2

1

4

1,048

0

18,066

0

令和6年中

359

5

1

7

4

46

1

6

1

1

5

6

796

3

245

4

1

36

220 43

115

大雪注意報

大雨注意報

洪水警報

大雨警報

気　　象　　情　　報

5,759合　　　計 10,619

強風注意報

風雪注意報

350 47

回　　　数

1

9,6745,541

救　　急

一般加入
IP

5

1

2

3　受信別指令状況

1

1

1

20

188

22

20

8

1

17

6

1

4

5

10

3

1

790

4

6

21

30

39

2

3

　
１１９

安心センター

火　　災

82

自　覚専　用

受　　信　　種　　別

警　　戒 救      助

1

1

6

暴風警報

2

災害等受信・指令状況

１　災害等受信状況
令和6年中

災   害   受   信

問合せ その他
合　　計

そ の 他 の 受 信

自　覚

27,706

通報訓練

410

その他の事案

29

２　災害別受信状況

警
戒

4

火

災 特 定 中 高 層

令和6年中

専　用 回線試験

携帯等

１１９
駆け付け

359

病院照会

合　計

19,635

携　帯

334 274

安心
センター

一般加入

80

NET,メール、
FAX１１９

その他

72710,619

合　　計NET,メール、
FAX119

回　　　数 19,127

38

10

37

霜注意報

濃霧注意報

2

件  　数

19

乾燥注意報

件 　 数

洪水注意報

気　　象　　情　　報

5

32

救
急

救 急

多 数 傷

救 急 支 援

高 速 救 急

高 速 救 急 支 援

高 速 多 数 傷

4

低温注意報

182

632

334

４　気象情報受信状況

0

8

救
助

救 助

高 速 救 助

そ
の
他
の
事
案

管外応援火災

管外応援救急

管外応援警戒

管外応援救助

特 殊 災 害

事 後 聞 知

高 速 警 戒

8

1

林 野

そ の 他

高 速 車 両

高 速 そ の 他

建 物

中 高 層

7

車 両

危 険 物

特 定 施 設

警 戒

2

3
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予防課編 

 

 

 



予　防　課（査察係、建築設備係、危険物保安係）

（ 1 ）　建築確認申請等の消防同意に関すること。

（ 2 ）　消防用設備等の設置及び基準維持指導に関すること。

（ 3 ）　消防用設備等の検査に関すること。

（ 4 ）　宅地等開発行為の消防用水利等の指導に関すること。

（ 5 ）　防火対象物の使用開始届出に関すること。

（ 6 ）　防火・防災管理者選任(解任)届出に関すること。

（ 7 ）　防火管理者及び防災管理者の育成指導に関すること。

（ 8 ）　消防計画届出に関すること。

（ 9 ）　統括防火・防災管理者選任(解任)届出に関すること。

（ 10 ）　全体についての消防計画届出に関すること。

（ 11 ）　自衛消防組織の設置届出に関すること。

（ 12 ）　旅館、ホテル等に対する意見書の交付に関すること。

（ 13 ）　防火基準適合表示に関すること。

（ 14 ）　防火対象物点検及び防災管理点検の報告及び特例認定に関すること。

（ 15 ）　建築物、工作物等の火災予防及び人命危険の予防措置に関すること。

（ 16 ）　喫煙、裸火の使用及び火災予防上危険な物品の持込みの許可に関すること。

（ 17 ）　指定催しの指定に関すること。

（ 18 ）　火気使用設備等の設置届出に関すること。

（ 19 ）　火気使用設備等の安全指導に関すること。

（ 20 ）　防火査察に関すること。

（ 21 ）　防火対象物の消防用設備等の状況の公表に関すること。

（ 22 ）　防火防災教育及び火災予防運動に関すること。

（ 23 ）　防火広報及び広聴に関すること。

（ 24 ）　その他火災の予防に関すること。

（ 25 ）　危険物施設の許可、認可及び検査に関すること。

（ 26 ）　危険物施設の査察及び違反処理に関すること。

（ 27 ）　危険物取扱者の育成指導に関すること。

（ 28 ）　危険物保安監督者選任(解任)届出等各種危険物関係届出に関すること。

（ 29 ）　液化石油ガス、圧縮アセチレンガス等の火災予防指導に関すること。

（ 30 ）　その他危険物に関すること。

（ 31 ）　火薬類取締法(昭和25年法律第149号)に関すること。

（ 32 ）　高圧ガス保安法(昭和26年法律第204号)に関すること。

（ 33 ）　液化石油ガスの保安の確保及び取引の適正化に関する法律(昭和42年法律第149号)に

関すること。

予  防  課  事  務  分  掌
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要

選

任

対

象

物

選

任

数

消

防

計

画

実

施

件

数

指

導

件

数

1 イ 劇 場 ・ 映 画 館 等 1

ロ 公 会 堂 又 は 集 会 場 139 130 109 96 75 11 3

2 イ キ ャ バ レ ー 等 1 1 1 1 1

ロ 遊 技 場 等 17 17 17 17 11 8 3

ハ 性 風 俗 関 連 特 殊 営 業 店 舗 等 1

ニ カ ラ オ ケ ボ ッ ク ス 等 個 室 営 業 店 舗 4 4 4 4 3 1 1

3 イ 待 合 ・ 料 理 店 等

ロ 飲 食 店 152 110 88 82 69 17 10

4 百 貨 店 ・ 店 舗 等 295 182 147 141 179 41 22

5 イ 旅 館 ・ ホ テ ル 等 14 13 13 13 10 12 7

ロ 共 同 住 宅 等 3829 746 590 478 732 4

6 イ (1) 避 難 の た め に 患 者 の 介 助 が 必 要 な 病 院 5 5 5 5 6 2

(2) 避 難 の た め に 患 者 の 介 助 が 必 要 な 有 床 診 療 所 1

(3) 病 院 ((1) を 除 く ) 、 有 床 診 療 所 ((2) を 除 く ) 、 有 床 助 産 所 15 14 13 13 13 4 2

(4) 無 床 診 療 所 、 無 床 助 産 所 69 10 6 6 19 12 9

ロ (1) 老 人 短 期 入 所 施 設 ・ 養 護 老 人 ホ ー ム 等 113 98 93 88 85 38 8

(2) 救 護 施 設

(3) 乳 児 院

(4) 障 害 児 入 所 施 設 8

(5) 障 害 者 支 援 施 設 18 17 16 16 14 6 1

ハ (1) 老 人 デ イ サ ー ビ ス セ ン タ ー 等 50 17 17 17 34 11 5

(2) 更 生 施 設

(3) 助 産 施 設 ・ 保 育 所 等 88 74 67 67 79 17 6

(4) 児 童 発 達 支 援 セ ン タ ー 等 4 1 1 1 1 1

(5) 身 体 障 害 者 福 祉 セ ン タ ー 等 59 16 14 14 47 17 6

ニ 幼 稚 園 ・ 特 別 支 援 学 校 等 31 25 24 24 19 12 3

7 学 校 等 185 166 154 154 79 19 8

8 図 書 館 等 4 3 3 3 4 2

9 イ 蒸 気 浴 場 ・ 熱 気 浴 場 等

ロ イ 以 外 の 公 衆 浴 場 3 7 7 7

10 車 両 の 停 車 場 等 15 3

11 神 社 ・ 寺 院 等 81 28 20 16 9 2 1

12 イ 工 場 又 は 作 業 場 419 70 62 60 88 31 22

ロ 映 画 ス タ ジ オ 等

13 イ 自 動 車 車 庫 又 は 駐 車 場 100 19 3

ロ 飛 行 機 等 の 格 納 庫

14 倉 庫 629 86 97 58 105 50 22

15 各 項 以 外 の 事 業 場 786 163 117 97 130 68 18

16 イ 特 定 複 合 対 象 物 770 684 617 386 439 205 169

ロ イ 以 外 の 複 合 対 象 物 361 119 79 65 84 44 13

17 重 要 文 化 財 等 2 2 2 2 1

18 延 長 ５ ０ ｍ 以 上 の ア ー ケ ー ド 2

8262 2808 2383 1931 2365 640 339

(　査　察　状　況　）

用途別防火対象物数

査　察

令和6年度

合　　　　　　　　　　計

点

検

結

果

報

告

対
象
物
数

防火管理者

用　　　途
項
　
別
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用 途 変 更

71 3,172

建築物消防同意状況

防火相談状況

訓練指導状況

令和6年度

19653

令和6年度

そ の 他設 計 変 更

令和6年度

672

合　計

件　　数　

344

建 築 設 備改 築増 築新 築

件　　数　

16

庁舎見学状況

受講人数件　　数　

令和6年度
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開発行為等に関する指導状況

１　用途別指導状況

1 イ

ロ

2 イ

ロ

ハ

ニ

3 イ

ロ

4

5 イ

ロ

6 イ (1)

(2)

(3)

(4)

ロ (1)

(2)

(3)

(4)

(5)

ハ (1)

(2)

(3)

(4)

(5)

ニ

7

8

9 イ

ロ

10

11

12 イ

ロ

13 イ

ロ

14

15

16 イ

ロ

２　階数別指導状況

３階 以下

10階 以上

３　消防水利指導状況

項別

８階

12 141

４0ｔ以上６0ｔ未満 ６0ｔ以上100ｔ未満 100ｔ以上
消火栓

合   計

９階

特　例

10

特　例

身 体 障 害 者 福 祉 セ ン タ ー 等

児 童 発 達 支 援 セ ン タ ー 等

助 産 施 設 ・ 保 育 所 等

更 生 施 設

４階

特例

合計

幼 稚 園 ・ 特 別 支 援 学 校 等

劇 場 ・ 映 画 館 等

イ 以 外 の 複 合 対 象 物

倉 庫

車 両 の 停 車 場 等

自 動 車 車 庫 又 は 駐 車 場

飛 行 機 等 の 格 納 庫

29

防火水槽

2

令和6年度

指導数

3,000㎡未満

1

16

７階

1

2 7

3,000㎡
　　　未満

用　　　途

イ 以 外 の 公 衆 浴 場

図 書 館 等

蒸 気 浴 場 ・ 熱 気 浴 場 等

令和6年度

事前協議件数

3,000㎡　以上 3,000㎡　未満3,000㎡
　　　以上

1

1

1

3

1

1

5

6 4 2

27

6

令和6年度

６階

５階

314

81

1

映 画 ス タ ジ オ 等

5

各 項 以 外 の 事 業 場

神 社 ・ 寺 院 等

工 場 又 は 作 業 場

特 定 複 合 対 象 物

7

1 2

3

11

3

1

1

60 18 16

学 校 等

老人デイサービスセンター等

避難のために患者の介助が必要な有床診療所

病院((1)を除く)、有床診療所((2)を除く)、有床助産所

無 床 診 療 所 、 無 床 助 産 所

百 貨 店 ・ 店 舗 等

旅 館 ・ ホ テ ル 等

共 同 住 宅 等

避難のために患者の介助が必要な病院

障 害 者 支 援 施 設

3

救 護 施 設

障 害 児 入 所 施 設

乳 児 院

1

5

20

公 会 堂 又 は 集 会 場

飲 食 店

キ ャ バ レ ー 等

遊 技 場 等

待 合 ・ 料 理 店 等

性 風 俗 関 連 特 殊 営 業 店 舗 等

カラオケボックス等個室営業店舗

老 人 短 期 入 所 施 設 ・ 養 護 老 人 ホ ー ム 等

開発同意件数

3,000㎡以上 3,000㎡未満

60 18

特例

16

開発同意件数

1 11

1

4

1 10

13

事前協議件数

16

1

48

合　　計

そ の 他

3,000㎡以上

1

3

1 2

1

1
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令 和 ５ 年 度 末 令 和 ６ 年 度 末

施 設 数 設 置 数 廃 止 数 施 設 数

製 造 所 5 5

屋 内 貯 蔵 所 79 2 77

屋 外 タ ン ク 貯 蔵 所 7 7

屋 内 タ ン ク 貯 蔵 所 9 9

地 下 タ ン ク 貯 蔵 所 68 2 1 69

簡 易 タ ン ク 貯 蔵 所

移 動 タ ン ク 貯 蔵 所 24 4 2 26

屋 外 貯 蔵 所 12 12

給 油 取 扱 所 77 3 74

第 一 種 販 売 取 扱 所 1 1

第 二 種 販 売 取 扱 所 1 1

一 般 取 扱 所 94 4 98

合 計 377 10 8 379

令 和 ５ 年 度 末 令 和 ６ 年 度 末

施 設 数 設 置 数 廃 止 数 施 設 数

少 量 危 険 物 貯 蔵 取 扱 所 603 9 7 605

指 定 可 燃 物 貯 蔵 取 扱 所 184 10 3 191

阻害物品取扱所（LPG・アセチレン） 518 11 6 523

合 計 1,305 30 16 1,319

令 和 ６ 年 度 末 令 和 ６ 年 度

施 設 数 指 示 件 数

製 造 所 5 3

屋 内 貯 蔵 所 77 29

屋 外 タ ン ク 貯 蔵 所 7 2

屋 内 タ ン ク 貯 蔵 所 9 1

地 下 タ ン ク 貯 蔵 所 69 30

簡 易 タ ン ク 貯 蔵 所

移 動 タ ン ク 貯 蔵 所 26 3

屋 外 貯 蔵 所 12

給 油 取 扱 所 74 41

第 一 種 販 売 取 扱 所 1 1

第 二 種 販 売 取 扱 所 1

一 般 取 扱 所 98 29

合 計 379 139

令 和 ６ 年 度 末 令 和 ６ 年 度

施 設 数 指 示 件 数

少 量 危 険 物 貯 蔵 取 扱 所 605 34

指 定 可 燃 物 貯 蔵 取 扱 所 191 11

阻害物品取扱所（LPG・アセチレン） 523

合 計 1,319 45

令 和 ６ 年 度

7

令 和 ６ 年 度

査 察 件 数

8

5

202

危険物製造所等設置状況

危険物製造所等査察状況

77

358

少量危険物貯蔵取扱所等設置状況

62

28

12

91

1

令 和 ６ 年 度

24

1

47

査 察 件 数

令 和 ６ 年 度

少量危険物貯蔵取扱所等査察状況

70

127
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件　　数

危 険 物 製 造 所 等 設 置 許 可 申 請 6
危 険 物 製 造 所 等 廃 止 届 6
危 険 物 製 造 所 等 変 更 許 可 申 請 30
危 険 物 施 設 予 防 規 程 認 可 申 請 10
危 険 物 製 造 所 等 設 置 者 住 所 ・ 名 称 ・ 氏 名 変 更 届 101
危 険 物 製 造 所 等 品 名 、 数 量 又 は 指 定 数 量 の 倍 数 変 更 届 6
危 険 物 製 造 所 等 設 置 の 完 成 検 査 申 請 7
危 険 物 製 造 所 等 変 更 の 完 成 検 査 申 請 31
危険 物仮 貯蔵仮 取 扱 い、 又は 危 険 物製 造所 等 仮 使用 承認 申 請 28
危 険 物 製 造 所 等 軽 微 な 変 更 届 80
危 険 物 製 造 所 等 使 用 休 止 、 再 開 届 5
危 険 物 製 造 所 等 譲 渡 引 渡 届 3
危 険 物 保 安 監 督 者 選 任 ・ 解 任 届 34
圧 縮 ア セ チ レ ン ガ ス 等 貯 蔵 ・ 取 扱 い の 開 始 ・ 廃 止 届 20
少 量 危 険 物 ・ 指 定 可 燃 物 貯 蔵 ・ 取 扱 い の 開 始 ・ 廃 止 届 42
防 火 対 象 物 使 用 開 始 届 594
工 事 整 備 対 象 設 備 等 着 工 届 347
消 防 設 備 等 設 計 届 221
消 防 用 設 備 等 （ 特 殊 消 防 設 備 等 ） 設 置 届 1,149
特 例 規 定 適 用 願 78
防 火 防 災 管 理 者 選 任 （ 解 任 ） 届 560
統 括 防 火 防 災 管 理 者 選 任 （ 解 任 ） 届 30
自 衛 消 防 組 織 設 置 （ 変 更 ） 届 9
消 防 計 画 作 成 （ 変 更 ） 届 531
全 体 に つ い て の 消 防 計 画 作 成 （ 変 更 ） 届 29
工 事 中 の 消 防 計 画 作 成 （ 変 更 ） 届 14
消 防 用 設 備 等 ( 特 殊 消 防 設 備 等 ) 点 検 結 果 報 告 書 2,464
防 火 対 象 物 点 検 結 果 報 告 書 211
防 災 管 理 点 検 結 果 報 告 書 20
防 火 対 象 物 点 検 報 告 特 例 認 定 申 請 書 0
開 発 行 為 に 係 る 消 防 同 意 協 議 申 請 書 42
火 災 予 防 条 例 第 ４ ４ 条 届 119
火 災 予 防 条 例 第 ２ ３ 条 許 可 申 請 20
職 員 派 遣 依 頼 書 417
消 防 同 意 依 頼 書 679
改 修 （ 計 画 ） 報 告 書 325
下 見 依 頼 書 2

り 災 証 明 102
搬 送 証 明 4

8,376

各種申請等受理状況
令和6年度

申　　　請　　　種　　　別

合　　　　　　　　　　　　　　　　計

-31-



高圧ガス 令和６年度

申　請　種　別 件　数
高 圧 ガ ス 製 造 許 可 申 請 書 1

高 圧 ガ ス 製 造 事 業 届 出 書 19

高 圧 ガ ス 製 造 施 設 等 変 更 許 可 申 請 書 3

高 圧 ガ ス 製 造 施 設 等 変 更 届 書 4

第 二 種 貯 蔵 所 設 置 届 書 6

第 二 種 貯 蔵 所 位 置 等 変 更 届 書 1

製 造 施 設 完 成 検 査 申 請 書 3

高 圧 ガ ス 保 安 協 会 完 成 検 査 受 験 届 書 1

高 圧 ガ ス 販 売 事 業 届 書 15

高 圧 ガ ス 製 造 廃 止 届 書 9

特 定 高 圧 ガ ス 消 費 廃 止 届 書 1

保 安 検 査 申 請 書 2

高 圧 ガ ス 保 安 協 会 保 安 検 査 受 験 届 書 2

指 定 保 安 検 査 機 関 保 安 検 査 受 験 届 書 5

保 安 検 査 結 果 報 告 書 （ 高 圧 ガ ス 保 安 協 会 ） 2

保 安 検 査 結 果 報 告 書 （ 指 定 完 成 検 査 機 関 ） 5

事 故 届 書 3

冷 凍 保 安 責 任 者 届 書 1

冷 凍 保 安 責 任 者 代 理 者 届 書 2

合　　　　　　計 85

液化石油ガス 令和６年度

申　請　種　別 件　数

業 務 主 任 者 等 選 任 （ 解 任 ） 届 書 1
認 定 液 化 石 油 ガ ス 販 売 事 業 者 状 況 報 告 書 2
充 て ん 設 備 保 安 検 査 受 験 届 書 2
充 て ん 設 備 保 安 検 査 結 果 報 告 書 2
液 化 石 油 ガ ス 設 備 工 事 届 書 16
液 化 石 油 ガ ス 販 売 事 業 報 告 8
保 安 業 務 実 施 状 況 報 告 8
充 て ん 事 業 報 告 1

合　　　　　計 40

火薬類 令和６年度

申　請　種　別 件　数
火 薬 類 譲 受 ・ 消 費 許 可 申 請 書 2
火 薬 類 許 可 申 請 書 等 記 載 事 項 変 更 報 告 （ 届 出 ） 書 2
火 薬 類 製 造 （ 取 扱 ） 保 安 責 任 者 等 選 任 （ 解 任 ） 届 6
火 薬 類 販 売 報 告 （ 年 度 分 ） 1
火 薬 類 消 費 報 告 （ 年 度 分 ） 2

合　　　　　　計 15

保安三法関係申請等受理状況
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一般高圧ガス
保安規則

液化石油ガス
保安規則

一般高圧ガス
保安規則

液化石油ガス
保安規則

冷凍
保安規則

一般高圧ガス
保安規則

冷凍保安規則

容器
保安規則

第一種製造者 5 2 8 15

第二種製造者 36 84 120

高圧ガス販売業者 90 12 7 6 115

第一種貯蔵所 3 1 4

第二種貯蔵所 54 54

特定高圧ガス消費者 3 3

容 器 検 査 所 2 2

合　　　　計 191 14 8 92 6 2 313

一般高圧ガス
保安規則

液化石油ガス
保安規則

一般高圧ガス
保安規則

液化石油ガス
保安規則

冷凍
保安規則

容器
保安規則

第一種製造者 4 1 4 9

第二種製造者 10 39 49

高圧ガス販売業者 1 2 3

第一種貯蔵所 3 3

第二種貯蔵所 40 40

特定高圧ガス消費者 1 1

容 器 検 査 所 2 2

合　　　　計 59 3 43 2 107

合計

令和６年度

令和６年度

高圧ガス関係

事業者数

査察実施状況

適用規則

合計

適用規則

区　　　　　　分

区　　　　　　分
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液化石油ガス販売事業者 9

液化石油ガス保安機関 9

液化石油ガス特定供給設備 1

液化石油ガス充てん設備 2

特定液化石油ガス設備工事事業者 16

合　　　　　　　　計 37

液化石油ガス関係

液化石油ガス販売事業者

令和６年度

件　　　　　数

件　　　　　数

3

事業者数

区　　　　　　分

査察実施状況

区　　　　　　分

令和６年度

合　　　　　　　　計 7

2

2

特定液化石油ガス設備工事事業者

液化石油ガス保安機関

液化石油ガス充てん設備

液化石油ガス特定供給設備
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火薬庫

庫外貯蔵庫 3

販売 1

合　　　　　計 4

火薬類関係

令和６年度

合　　　　　計 4

火薬庫

庫外貯蔵庫 1

販売 1

製造所等数

件　　　　　数

製造所等査察実施状況

件　　　　　数

消費 2

令和６年度

区　　　　　　分

区　　　　　　分
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消防署編 

（警防課・救急管理課） 

 

 



警 防 課・救 急 管 理 課

共通分掌事務

（ 1 ）　水火災、救急その他災害活動に関すること。

（ 2 ）　消防訓練の実施に関すること。

（ 3 ）　消防団の消防訓練指導に関すること。

（ 4 ）　自衛消防隊及び自主防災組織等の消防訓練指導に関すること。

（ 5 ）　消防機器の管理保全に関すること。

（ 6 ）　所管の通信施設の管理保全に関すること。

（ 7 ）　茨木市消防車両等管理規程（昭和51年消本訓達第1号）に規定する消防署に配置された

車両の管理運用に関すること。

（ 8 ）　分署との連絡調整に関すること。

警　防　課（警防一係、警防二係）

（ 1 ）　受持区域の巡回に関すること。

（ 2 ）　警防調査に関すること。

（ 3 ）　防火査察に関すること。

（ 4 ）　地理水利の調査に関すること。

（ 5 ）　消防水利の管理保全に関すること。

（ 6 ）　警防計画及び消防技術の研究に関すること。

（ 7 ）　救助技術の研究指導に関すること。

（ 8 ）　救助の統計に関すること。

（ 9 ）　高圧ガス、火薬類、放射性同位元素、毒劇物等で災害活動の障害となる物品の把握及び

安全指導に関すること。

（ 10 ）　防火訪問、空き家及び空地の防火指導、巡回火災予防広報その他火災の予防に関する

こと。

（ 11 ）　茨木市火災予防条例(昭和37年茨木市条例第13号)第45条及び第45条の2に定める届出

事項に関すること。

（ 12 ）　公印の管守に関すること。

（ 13 ）　その他警防及び救助に関すること。

救　急　管　理　課（高度化推進係、救急指導係）

（ 1 ）　救急活動の計画及び訓練に関すること。

（ 2 ）　救急業務高度化の推進に関すること。

（ 3 ）　応急手当の普及啓発に関すること。

（ 4 ）　救急技術の研究指導に関すること。

（ 5 ）　救急救命士及び救急隊員の教育指導に関すること。

（ 6 ）　患者等搬送事業者の承認及び教育指導に関すること。

（ 7 ）　救急の統計に関すること。

（ 8 ）　救急の搬送証明に関すること。

（ 9 ）　医療機関等との連絡調整(消防本部に属するものを除く。)に関すること。

（ 10 ）　その他救急に関すること。

消　防　署　事　務　分　掌
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分署

共通分掌事務

（ 1 ）　水火災、救急その他災害活動に関すること。                       

（ 2 ）　受持区域の巡回に関すること。                               

（ 3 ）　警防調査に関すること。                           

（ 4 ）　防火査察に関すること。                   

（ 5 ）　地理水利の調査に関すること。                           

（ 6 ）　消防水利の管理保全に関すること。                           

（ 7 ）　消防訓練の実施に関すること。    

（ 8 ）　消防団の消防訓練指導に関すること。                  

（ 9 ）　自衛消防隊及び自主防災組織等の消防訓練指導に関すること。       

（ 10 ）　高圧ガス、火薬類、放射性同位元素、劇毒物等で災害活動の障害となる物品の把握

及び安全指導に関すること。

（ 11 ）　防火訪問、空き家及び空地の防火指導、巡回火災予防広報その他火災の予防に関する

こと。

（ 12 ）　茨木市火災予防条例第45条及び第45条の2に定める届出事項に関すること。

（ 13 ）　消防機器の管理保全に関すること。

（ 14 ）　その他警防及び救急に関すること。

個別分掌事務

下井分署

（ 1 ）　化学消火薬剤の保管に関すること。

下穂積分署

（ 1 ）　高圧ガス製造設備の管理保全に関すること。　

（ 2 ）　圧縮空気の製造に関すること。

（ 1 ）　鉄砲及び火薬類の管理保全に関すること。

（ 2 ）　救助訓練の計画、研究及び実施に関すること。　

（ 3 ）　救助災害等の出動に関すること。　

（ 4 ）　救助資器材の管理保全に関すること。

山手台分署

（ 1 ）　鉄砲及び火薬類の管理保全に関すること。

（ 2 ）　救助訓練の実施に関すること。

（ 3 ）　救助災害等の出動に関すること。

（ 4 ）　救助資器材の管理保全に関すること。

（ 5 ）　救助技術の教育に関すること。

西河原分署
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１　火災活動状況

19

82

17

12

3

1

1

1

2

4

1

２　消防事故等活動状況

18

60

21

9

29

70

32

13

3　管外応援活動状況

7

2

1

1

活動
人員

　凡例：Ｐ…ポンプ車、ST…圧縮空気泡消火装置付ポンプ車、Ｔ…タンク車、指…指揮車、他…左記以外の車両

指

他

Ｐ

ST

そ
の
他

Ｐ

2 5 15

T

ST

指

他

車

両

合

計

Ｐ

指

Ｐ

車種 台

活動
人員計 車種 台

499

T 23

ST

他

指 22

他 13

85

8

130

指

　凡例：Ｐ…ポンプ車、ST…圧縮空気泡消火装置付ポンプ車、Ｔ…タンク車、指…指揮車、他…左記以外の車両

消
防
事
故

34 108

27

T

ST

347

T

ST

他

27 143

令和6年中

活動
件数

台　　　　　数

指

3

33 144

Ｐ

T

T 47

ST

Ｐ

Ｐ

36

T

ST

指

他

ST

指

管
外
応
援

6 11

466

車種

53

他 22

　凡例：Ｐ…ポンプ車、ST…圧縮空気泡消火装置付ポンプ車、Ｔ…タンク車、指…指揮車、他…左記以外の車両

令和6年中

合

計
67 252

Ｐ

台

813

活動
件数

台　　　　　数 活動
人員計

火災等活動状況

他

林

野

Ｐ

T

457

T

ST

令和6年中

活動
件数

台　　　　　数

計

建

物
22

他

130

指

誤
報
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４　警戒活動状況

５　自然災害活動状況

計
車
種

計
車
種

計
車
種

Ｐ Ｐ Ｐ

T T T

ST ST ST

指 指 指

他 他 他

3

5

4

854

73

1

2

271

1 3

1

1

10 1 1

警
防
活
動

1

31

計

令和6年中

Ｐ

他

指

ST

T

ST

T

Ｐ

12

9

62

77

1

台　　　　　数
活動
件数

活動
人員台車種

15
焼
却
火

ガ
ス
関
係

危
険
物
関
係

139

5

15

41

160

13

他

指

ST

T

Ｐ

542

他

他

令和6年中

凡例：Ｐ…ポンプ車、ST…圧縮空気泡消火装置付ポンプ車、Ｔ…タンク車、指…指揮車、他…左記以外の車両

指

89

947

339

2

指

ST

T

Ｐ

地　　　　　震 台　　　　　風 雨・風（台風を除く）

活動
件数

台　　数

台

活
動
人
員

5111

他

5,426

198

3

187

凡例：Ｐ…ポンプ車、ST…圧縮空気泡消火装置付ポンプ車、Ｔ…タンク車、指…指揮車、他…左記以外の車両

Ｐ

4,792

T

ST

指

合

計
1,5751,445

そ
の
他

1,286 1,387

活動
件数

台　　数 活
動
人
員

台 台

活
動
人
員

活動
件数

台　数
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６　救助活動状況

出動件数

活動件数

救助人員

７　消防訓練実施状況

８　水利調査実施状況

10　巡回業務実施状況　

出動回数

人員

１１　火災予防条例第４５条及び第４５条の２受理状況

１２　消火薬剤等使用・保有状況

【 ㍑ 】

【 ㍑ 】

【 ㍑ 】

20

消 防 操 法

訓 練 礼 式

1

10

8

106

9

2,134

446

1,398

自 然 災 害

総 合

破裂 その他 合計

15

3 6 2

3

2

機械 建物等 酸欠

5

5 75 108

９　火災予防広報実施状況
出動回数

令和6年中

交通 風水害水難

3

2

21

6

             

合計

体 力 錬 成 等

7

令和6年中

走 行

4,763

消防査察 水利調査 特別巡回 その他

防火水槽（１００㎥以上）

令和6年中

火災

9

181

771

私設防火水槽

8

68 1

29

12

97

457

369

1,488

420

1,354

440

1,454

193

1

289

833

1,518

5,129

420

防火水槽（20㎥以上40㎥未満）

公設消火栓

防火水槽（40㎥以上100㎥未満）

合計

プール

15,841

調査数

令和6年中

17,179

184

1,154 1,1474,783 707

台　　　　数

指
揮
車

19

件
数
（

件
）

人
員
（

人
）

救
助
工
作
車

タ
ン
ク
車

S
T
車

ポ
ン
プ
車

33

45条

1

出動回数

1,354

人員

令和6年中

737

1

714

救 急

ST…圧縮空気泡消火装置付ポンプ車

30 299 450

281

2,247

10

受理件数 162183

火煙上昇

549

水 道 断 水 道 路 工 事催物関係 露店等開設
合　　計

45条の2

指定洞道

令和6年中

煙火打上

水 溶 性 液 体 用 泡 消 火 薬 剤 （ 油 火 災 用 ）

合成界面活性剤 （一般火災用）

193

合 成 界 面 活 性 剤 （ 油 火 災 用 ）

　

9 2

800

978

2,429

保　　有　　量火　　　災 警　　　戒 訓　　　練

191

令和6年中

そ
の
他
車
両

8

11,910

22 101,363

10,866

79 121 206

572 201 315

446

2 4

1

1

3 2

合 計 50,234

2

439特 殊 車 両

特殊災害（トンネル・NBC災害等）

1 34

1

20

救 助

消 火

2,979

139,294 2,243

19,238 3
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１３　用途別査察状況

1 イ

ロ

2 イ

ロ

ハ

ニ

3 イ

ロ

4

5 イ

ロ

6 イ (1)

(2)

(3)

(4)

ロ (1)

(2)

(3)

(4)

(5)

ハ (1)

(2)

(3)

(4)

(5)

ニ

7

8

9 イ

ロ

10

11

12 イ

ロ

13 イ

ロ

14

15

16 イ

ロ

17

18

令和6年度

件　　数

10

0

0

0

0

4

0

0

6

0

0

1

1

1

飛 行 機 等 の 格 納 庫

障 害 者 支 援 施 設

0

26

11

0

0

12

6

イ 以 外 の 公 衆 浴 場

百 貨 店 ・ 店 舗 等

児 童 発 達 支 援 セ ン タ ー 等

0

1

19

0

重 要 文 化 財 等

イ 以 外 の 複 合 対 象 物

特 定 複 合 対 象 物

各 項 以 外 の 事 業 場

倉 庫

0

0

44

155

3

0

0

10

無 床 診 療 所 、 無 床 助 産 所

1

0

11

0

468

キ ャ バ レ ー 等

身 体 障 害 者 福 祉 セ ン タ ー 等

旅 館 ・ ホ テ ル 等

避 難 の た め に 患 者 の 介 助 が 必 要 な 病 院

学 校 等

車 庫 又 は 駐 車 場

映 画 ス タ ジ オ 等

工 場 又 は 作 業 場

合計

延 長 50 ｍ 以 上 の ア ー ケ ー ド 0

31

66

49

0

劇 場 ・ 映 画 館 等

公 会 堂 又 は 集 会 場

助 産 施 設 ・ 保 育 所 等

更 生 施 設

老 人 デ イ サ ー ビ ス セ ン タ ー 等

遊 技 場 等

避 難 の た め に 患 者 の 介 助 が 必 要 な 有 床 診 療 所

病 院 ((1) を 除 く ) 、 有 床 診 療 所 ((2) を 除 く ) 、 有 床 助 産 所

飲 食 店

障 害 児 入 所 施 設

乳 児 院

救 護 施 設

老 人 短 期 入 所 施 設 等

カ ラ オ ケ ボ ッ ク ス 等 個 室 営 業 店 舗

待 合 ・ 料 理 店 等

神 社 ・ 寺 院 等

車 両 の 停 車 場 等

幼 稚 園 ・ 特 別 支 援 学 校 等

共 同 住 宅 等

性 風 俗 関 連 特 殊 営 業 店 舗 等

蒸 気 浴 場 等

図 書 館 等

用途別
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１　年別救急出動件数

　 H27年 H28年 H29年 H30年 R01年 R02年 R03年 R04年 R05年 R06年

火　　　災 16 16 19 41 33 24 28 26 22 30

自 然 災 害 2 72 3 4 2

水　　　難 1 1 1 2 1 1

交　　　通 1,584 1,468 1,533 1,405 1,405 1,133 1,197 1,250 1,249 1,339

労 働 災 害 129 132 142 188 193 196 163 190 192 230

運 動 競 技 113 101 110 96 117 52 95 110 134 120

一 般 負 傷 2,143 2,235 2,497 2,436 2,469 2,381 2,278 2,671 2,947 3,066

加　　　害 103 88 91 103 87 87 53 68 60 59

自 損 行 為 115 126 129 126 99 135 95 132 146 128

急         病 8,980 9,179 9,439 10,373 10,440 9,430 9,494 12,084 12,718 13,108

そ   の   他 1,054 1,123 1,174 1,194 1,199 1,066 1,092 1,279 1,299 1,250

合 計 14,238 14,468 15,137 16,035 16,042 14,506 14,499 17,810 18,771 19,333

２　受持区域別救急出動件数及び搬送人員

水　尾 下　井 下 穂 積 西 河 原 北　辰 白　川 山 手 台

分　署 分　署 分　署 分　署 分　署 分　署 分　署

14 4 4 3 1 1 2 1 30

5 3 2 1 3 1 15

2 2

1 1

1 1

233 223 185 251 171 60 121 95 1,339

220 210 187 228 157 61 103 91 1,257

21 62 31 28 25 8 23 32 230

20 61 30 28 25 8 22 31 225

9 26 18 17 19 1 7 23 120

9 26 18 17 19 1 6 22 118

607 495 402 547 412 89 330 184 3,066

571 479 377 505 371 86 301 177 2,867

15 7 9 6 10 1 5 6 59

10 7 6 5 9 1 4 6 48

29 25 17 16 19 1 10 11 128

25 16 14 11 14 1 7 7 95

2,293 2,274 1,876 2,147 2,016 381 1,304 817 13,108

2,077 2,105 1,782 1,945 1,806 363 1,174 787 12,039

274 189 171 227 212 20 113 44 1,250

247 169 145 207 191 17 92 40 1,108

3,496 3,305 2,713 3,242 2,885 562 1,915 1,215 19,333

3,184 3,076 2,561 2,947 2,592 538 1,712 1,163 17,773

　上　段…出動件数

　下　段…搬送人員

合　　　　　計

火　　　　　災

自　然　災　害

水　　　　　難

交　　　　　通

労　働　災　害

運　動　競　技

一　般　負　傷

加　　　　　害

自　損　行　為

急　　　　　病

そ　　の　　他

救　急　概　況

令和6年中

本　署 合　計
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３　月別救急出動件数及び搬送人員

１月 ２月 ３月 ４月 ５月 ６月 ７月 ８月 ９月 １０月 １１月 １２月 合 計

1 5 3 4 4 4 1 1 3 3 1 30

4 3 2 1 2 3 15

2 2

1 1

1 1

97 95 99 100 131 113 125 126 104 150 93 106 1,339

84 87 92 93 129 107 122 111 102 146 84 100 1,257

11 13 17 7 15 29 30 28 26 14 19 21 230

11 13 17 7 13 29 28 28 26 13 19 21 225

13 4 13 6 13 6 17 6 17 7 9 9 120

13 4 13 6 12 6 17 6 17 6 9 9 118

267 238 257 244 239 264 241 231 240 235 278 332 3,066

249 223 236 224 228 254 233 214 219 216 260 311 2,867

1 3 6 7 3 7 4 4 4 6 6 8 59

1 3 6 6 2 7 1 4 3 5 4 6 48

11 8 12 11 8 11 5 10 13 13 17 9 128

9 6 10 6 5 8 4 9 9 8 13 8 95

1,184 1,008 1,105 971 1,035 1,064 1,456 1,202 946 900 943 1,294 13,108

1,083 927 1,012 885 973 996 1,346 1,078 862 820 871 1,186 12,039

94 108 112 94 86 108 123 101 98 105 95 126 1,250

83 88 100 87 80 100 105 87 84 93 84 117 1,108

1,679 1,482 1,624 1,447 1,534 1,606 2,002 1,708 1,449 1,433 1,463 1,906 19,333

1,533 1,355 1,489 1,315 1,444 1,508 1,856 1,537 1,322 1,309 1,347 1,758 17,773

４　時間別救急出動件数

火 災
自 然
災 害

水 難 交 通
労 働
災 害

運 動
競 技

一 般
負 傷

加 害
自 損
行 為

急 病 その他 合 計

０時 ～ １時 1 15 3 59 1 6 353 10 448

１時 ～ ２時 13 2 1 38 3 3 311 8 379

２時 ～ ３時 7 1 34 4 1 273 5 325

３時 ～ ４時 1 11 4 34 2 6 254 4 316

４時 ～ ５時 2 10 1 39 3 281 6 342

５時 ～ ６時 2 12 4 51 2 6 315 4 396

６時 ～ ７時 38 6 63 1 7 408 5 528

７時 ～ ８時 1 73 3 113 1 4 496 5 696

８時 ～ ９時 5 133 15 3 162 1 2 650 15 986

９時 ～ １０時 2 1 77 10 4 213 2 4 769 67 1,149

１０時 ～ １１時 1 82 14 13 228 1 4 791 117 1,251

１１時 ～ １２時 79 30 9 186 2 5 722 159 1,192

１２時 ～ １３時 2 92 15 11 182 3 4 720 183 1,212

１３時 ～ １４時 56 18 15 169 4 7 650 107 1,026

１４時 ～ １５時 2 1 67 18 13 156 5 5 610 74 951

１５時 ～ １６時 3 75 25 13 161 2 4 615 65 963

１６時 ～ １７時 1 77 17 10 209 2 9 660 65 1,050

１７時 ～ １８時 5 113 15 6 185 7 700 106 1,137

１８時 ～ １９時 3 85 6 6 175 5 5 678 91 1,054

１９時 ～ ２０時 55 9 7 171 3 7 689 62 1,003

２０時 ～ ２１時 66 5 6 139 4 10 622 40 892

２１時 ～ ２２時 52 5 3 118 2 7 583 30 800

２２時 ～ ２３時 28 3 98 5 8 506 15 663

２３時 ～ ２４時 23 1 83 4 4 452 7 574

30 2 1 1,339 230 120 3,066 59 128 13,108 1,250 19,333合         計

急　　病

そ の 他

合　　計

　上　段…出動件数

　下　段…搬送人員

令和6年中

自 損 行 為

令和6年中

火　　災

自 然 災 害

水　　難

交　　通

労 働 災 害

運 動 競 技

一 般 負 傷

加　　害
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５　曜日別救急出動件数

火 災
自 然
災 害

水 難 交 通
労 働
災 害

運 動
競 技

一 般
負 傷

加 害
自 損
行 為

急 病 その他 合 計

4 184 34 14 470 5 18 2,051 214 2,994

8 2 230 33 5 404 4 12 1,921 192 2,811

2 207 28 7 411 14 19 1,879 187 2,754

4 202 45 6 419 3 27 1,823 189 2,718

3 1 196 39 16 468 11 17 1,799 243 2,793

3 198 36 40 459 13 21 1,827 153 2,750

6 122 15 32 435 9 14 1,808 72 2,513

30 2 1 1,339 230 120 3,066 59 128 13,108 1,250 19,333

６　症度別救急搬送人員

火 災
自 然
災 害

水 難 交 通
労 働
災 害

運 動
競 技

一 般
負 傷

加 害
自 損
行 為

急 病 その他 合 計

4 2 15 172 193

6 5 9 7 102 9 138

3 1 166 57 12 706 4 36 4,583 1,015 6,583

12 1,081 163 106 2,150 44 37 7,182 84 10,859

15 1 1,257 225 118 2,867 48 95 12,039 1,108 17,773

７　応急処置・特定行為件数

4 4

4 4

42 2 2 46

合　　　　　　　　計

血 中 酸 素 飽 和 度 測 定

心 ・ 呼 吸 音 等

血 圧 測 定

在 宅 療 法

心 電 図 測 定

薬 剤 投 与

ブ ド ウ 糖 投 与

血 糖 値 測 定

静 脈 路 確 保

除 細 動

気 道 確 保

心 肺 蘇 生

気 管 挿 管

ラ リ ン ゲ ア ル マ ス ク 等

人 工 呼 吸 の み

固 定

53,798 4,978 11,070 6,856 76,702

11 11

49 49

63 2 4 69

3 51

25 1 26

46 2

11,920 1,253 2,862 1,596 17,631そ の 他

32 281 658 104 1,075被 覆

1,301 60 172 162 1,695保 温

2,301 61 104 363 2,829酸 素 吸 入

43 223 247 62 575

58 39 159 28

232 4 7 20 263

1 1 2

284止 血

9,206 221 827 878 11,132

412 5,517

11,838 1,253 2,856 1,593 17,540

4,365 332 408

444 7 19 36 506

喉 頭 鏡 等

経 鼻 エ ア ウ ェ イ

640

11,338 1,239 2,700 1,530 16,807

525 5 46 64

令和6年中

急　　　病 交 通 事 故 一 般 負 傷 そ　の　他 合　　　計

死　　　亡

重　　　症

中　等　症

軽　　　症

そ　の　他

合　　　計

金　曜　日

土　曜　日

日　曜　日

合　　　計

令和6年中

令和6年中

月　曜　日

火　曜　日

水　曜　日

木　曜　日
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８　救急救命講習等状況

普 通 救 命 講 習 Ⅰ 58 810

普 通 救 命 講 習 Ⅱ 12 29

普 通 救 命 講 習 Ⅲ 11 174

上 級 救 命 講 習 8 159

救 命 入 門 コ ー ス 7 112

応 急 手 当 普 及 員 講 習 2 12

170 9,139

268 10,435

９　市民救命士委嘱状況

 ※  市民救命士とは、上級救命講習を修了した方で、本市に在住、在勤、在学し、
   茨木市「市民救命士」制度に賛同する人。

令和6年度

件数 受講人員

救 命 講 習

応 急 手 当 講 習

合 計

令和6年度

市民救命士委嘱者数 144
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音楽隊編 

 

 

 



ユ ー フ ォ ニ ア ム

1 1

※カッコ表記の数については、楽器と兼務している者です。

ホ ル ン

1

打 楽 器

バ リ ト ン サ キ ソ フ ォ ン

テ ナ ー サ キ ソ フ ォ ン

ア ル ト サ キ ソ フ ォ ン

フ ル ー ト ／ ピ ッ コ ロ

合 計

木
管
楽
器

ク ラ リ ネ ッ ト

1

1

1 3 13 5

3 2

2

5

3 1 27

2

1

2

2 2

1 1

2

3 1 4

1

2
金
管
楽
器

1

1 2

1

1

1

ト ロ ン ボ ー ン

ト ラ ン ペ ッ ト

チューバ／スーザホーン

1

1 3

１　音 楽 隊 編 成

（令和７年４月１日現在）

合　計
消防司令補 消防士

(3)

消　防
司令長

消　防
司　令

15

合　計

3 271 1

消　防
監

(3)

隊長

消防監

副隊長
兼楽長

消防司令長

3

消防副士長消防士長消防司令

隊員副楽長

消　防
士　長

消　防
副士長

２　階 級 別 楽 器 編 成 表

13

　　　　　　　　　　　　　　　階級別
　　　奏者別

消　防
司令補

消防士

（令和７年４月１日現在）

消防司令補

指 揮 者
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４月 ５月 ６月 ７月 ８月 ９月 １０月 １１月 １２月 １月 ２月 ３月 合計

1 1 1 1 4

1 1

1 2 3

1 1 1 2 1 2 8

※音楽隊出演基準

　（１）　消防の諸式祭典

　（２）　各種消防広報行事

　（３）　その他、市長の同意を得て消防長が特に必要と認めたとき

区分 数 区分 数

4 1

1 1

3 1

2 1

1 1

2 5

2 1

2 1

1 1

1

6 1

2 1

1 1

2 1

1 1

1 1

1

1

1

1

1

1 1

　ベースギター（エレクトリック） 1 　ベースギター用アンプ 1

　リードギター用調整器 1

　シンセサイザー（ＸＰ－５０） 1

　キーボード用アンプ 1

楽　　器　　名

　リードギター（エレクトリック） 　リードギター用アンプ

弦
楽
器

そ
の
他

　コンサート用シンバル（16インチ）

　テナーサキソフォン

　アルトサキソフォン

木
管
楽
器

　クラリネット

　フルート

　ピッコロ

　ヴィヴラフォン

　コンガ

　ティンバレス

　和太鼓

　コンサート用シンバル（14インチ）

　マーチング用バスドラム

　マーチング・マルチタム　マーチングバリトン

打

楽

器

　トランペット

　コルネット

　ボンゴ

　ユーフォニアム

　チューバ

　スーザホーン

　マーチング用シンバル（18インチ）

　シロフォン

　グロッケン

  パーカッション（小物）

　バリトンサキソフォン

４　保　有　楽　器

金
管
楽
器

　マーチング用スネアドラム

　マーチングホルン

　ドラムセット（トレーニング用）

楽　　器　　名

　テナーバストロンボーン

　ドラムセット

　ホルン

（令和７年４月１日現在）

　コンサート用バスドラム

　ティンパニー（29インチ）

　ティンパニー（32インチ）

　ティンパニー（23インチ）

　ティンパニー（26インチ）

３　音楽隊出演状況
令和6年度中

合計

その他

消防広報

消防式典

-４7-



消防団編 

 

 

 
 



消　防　団　の　組　織　概　要

　

　

中穂積部

下穂積部

郡部

団本部

分団本部

五十鈴部

目垣部

分団本部

安元部

分団本部

福井分団

清渓分団

分団本部

分団本部

分団本部

玉島分団

安威分団

五日市部

田中部

鮎川部

分団本部 沢良宜西部

耳原部

春日分団

三島分団

玉櫛分団

分団本部

分団本部

東村部

岩阪部

銭原部

車作部

上音羽部

道祖本西部

宇野辺部

沢良宜浜一部

生保部

桑原部

佐保部

千提寺部

分団本部

分団本部

分団本部

見山分団

豊川分団

三宅分団

茨木分団

石河分団

-48-



団　長 副団長 分団長 副分団長 部　長 班　長

団　本　部 1 3

茨 木 分 団 1 2 2 4 10 （1） 19 （1）

春 日 分 団 1 5 5 9 36 （2） 56 （2）

三 島 分 団 1 3 4 8 34 （7） 50 （7）

玉 櫛 分 団 1 2 3 6

玉 島 分 団 1 2 3 6

安 威 分 団 1 2 2 4

福 井 分 団 1 2 2 4

清 渓 分 団 1 2 3 6

石 河 分 団 1 2 4 6

見 山 分 団 1 4 4 8

豊 川 分 団 1 4 4 8

三 宅 分 団 1 2 2 4 15 （2） 24 （2）

合  　計 1 3 12 32 38 73 292 （12）451 (12)

団　長 副団長 分団長 副分団長 部　長 班　長

２０歳未満 2 （１） 2 （１）

２０歳以上３０歳未満 17 （４） 17 （４）

３０歳以上４０歳未満 6 57 （３） 63 （３）

４０歳以上５０歳未満 2 5 14 22 117 （１） 160 （１）

５０歳以上 ６０歳未満 3 19 18 40 89 （3） 169 （3）

６０歳以上 1 3 7 8 6 5

合　　計 1 3 12 32 38 73 292 (12) 451 (12)

24

団　員

（　）は女性内訳数

合　計

4

53

57

37

39

17

23

40

32

合　計

10

27

40

階 級 別 実 員 数

（令和７年４月１日現在）

（　）は女性内訳数

階 級 別 年 齢 構 成

（令和７年４月１日現在）

＊条例定数　５５０人

団　員

20

8

14

28

36

40
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　５年未満 59 (5)

　５年以上１０年未満 83 (５)

１０年以上１５年未満 63 (２)

１５年以上２０年未満

２０年以上２５年未満

２５年以上３０年未満

３０年以上４０年未満

４０年以上

合         計 292 (12)

（　）は女性内訳数

団
本
部

茨
木
分
団

春
日
分
団

三
島
分
団

玉
櫛
分
団

玉
島
分
団

安
威
分
団

福
井
分
団

清
渓
分
団

石
河
分
団

見
山
分
団

豊
川
分
団

三
宅
分
団

合

計

1 1

1 1 1 1 1 1 1 1 1 1 1 1 12

4 3 1 2 2 3 3 3 1 22

1 1

1 1 5 4 3 3 1 1 3 4 4 4 2 36

451 (12)

92 (２)

1

4

5

12

1

3

1

36

32

1

8

1 80

19

19

8

2

23

48

12

24

(５)60

(５)93

2

1

38

2

9

12

5

2

1

8

15

22 18

14 21

22

22 16

15

合 計

（令和７年４月１日現在）

小 型 動 力 ポ ン プ

車両等の配置状況

 

救助資機材・小型動力ﾎﾟﾝﾌﾟ搭載多機能車（消防庁借用車）

小 型 動 力 ポ ン プ 付 積 載 車

140154 168 151

小 型 動 力 ポ ン プ 軽 積 載 車

 合　　　　　　　　計  172

18 14

15

27茨 木 市 長 表 彰

永 年 勤 続 章 24

勤 功 章 24 29

22功 績 章

18

大 阪 府 消 防 協 会 三 島 地 区 支 部 長 表 彰 24 22 27 23 19

精 勤 章 15 17 17 19

大 阪 府
消 防 協 会 長 表 彰

15 16 15

勤 続 章 17 11

勤 功 章

17 17 11

13

永 年 勤 続 章 9 16 5 6 11

1 1 3

功 績 章 1 1 1

9 9

日 本 消 防 協 会 長 表 彰

功 績 章 1

勤 続 章 4

1

精 績 章 1 1 1 1 1

2

大 阪 府 知 事 表 彰
消 防 勤 続 功 労 章 2 4 1

消防庁長官表彰 1 1 1

R02年度 R03年度 R04年度 R05年度 R06年度

2 2

功 労 章 10 9 10

表　彰　状　況

階 級 別 勤 続 年 数
（令和７年４月１日現在）

団長 副団長 分団長 副分団長 部長 班長 団員 合　　計

3

1

73

1

82

8

1 6

1
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急ぐ日も　足止め火を止め　準備よし

２０２５年度全国統一防火標語

  米国の消防マスコット犬「スパーキー」の活躍を目にし、茨木市消防本部の
職員が考案した同本部のマスコットキャラクターが平成20年に誕生。
　「いばらき」の「らき」から、英語の「ラッキー（Lucky：幸運）」と名
付けられた消防犬である。
　児童防火教育、住宅用火災警報器の設置促進活動等、主に火災予防啓発活
動を行っている。


